
2024 年 4 月 1 日

私たちは、感覚統合理論の考え方を活かした保育のもと、お子様にあった専門的支援プログラムを提供しております。

感覚統合とは、人が自分の体や環境からの感覚情報を整える神経学的過程を意味します。「落ち着きがない」「情緒が不安定」「学習がうまくいかない」など人の行動や情緒、学習の課題を、

「限局性学習症LD/SLD」「注意欠如・多動性ADHD」「自閉スペクトラム症ASD」「発達性協調運動症DCD」など、学習や行動、協調運動の発達に困り感を持つお子さんたちを中心に

療育を行います。

9 時 分から 18 時 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

季節ごとのイベントや制作活動、親子・家族イベント、外出活動（農業体験・遠足）など

1. 子ども主体の成長支援   「すべての子どもたちが、自分らしく輝き、未来に向かって成長できる場を提供します。」

事業所名 あいうえおん　みらい 作成日支援プログラム

法人（事業所）理念

2. 家族と共に歩む支援  「家族との連携を大切にし、安心して頼れる存在として寄り添います。」

3. 個性を尊重した多様性の実現   「一人ひとりの個性を尊重し、多様性を受け入れる社会の実現を目指します。」

4. 地域社会との共生  「地域と共に、子どもたちが安心して過ごせる社会づくりを推進します。」

5. 成長の喜びを共有する場     「挑戦する喜びと成功の達成感を分かち合い、未来への自信を育みます。」   

【SST・ABA】では、社会性や行動のスキルを育むために、危険回避や注意力の向上を目指した取り組みを行います。事前にスケジュールを確認する習慣や視覚支援を活用し、安心して活動に取り
組める環境を提供します。また、自己理解や他者理解を深める支援を通じて、子どもたちが自分自身や周囲の人々とより良い関係を築けるようサポートします。

【個別・集団療育】では、意思の表出や読み書きの練習を通じて、自己表現や基礎学習能力を育てます。聞こえの指導や口腔に関する指導を取り入れ、発音や食べる力を向上させるサポートを行い
ます。また、コミュニケーション能力やパーソナルスペースの理解を深める取り組みを通じて、他者と適切な関わりを持つ力を養い、より豊かな人間関係を築けるよう支援します。

【小集団・集団療育】では、人との関わりや集団遊びを通じて、コミュニケーション力や協調性を育てます。道徳・倫理やマナー、ルールの理解を深めながら、社会性を身に付けます。また、余暇活動や
戸外活動、創作活動、ゲームを取り入れ、楽しみながら自己表現や想像力を伸ばし、充実した時間を過ごせる力をサポートします。

営業時間 送迎実施の有無

本
人
支
援

支援方針 脳の情報処理機能の視点から理解（評価）し、その発達を支援しようとするものです。

主な行事等

家族支援

ご家庭での育児や子どもの発達をサポートするために、具体的なアドバイスや情報
提供を行います。例えば、日常生活の困りごとの相談対応や、子どもの成長に合っ
た接し方の提案、保護者同士の交流支援などがあります。また、家庭でできる遊び
や学びの方法もお伝えし、ご家族が安心して子どもの成長を見守れるよう支援しま
す。

移行支援

保育園・幼稚園、学校、放課後等デイサービスなど、次の環境へのスムーズな
移行をサポートします。お子さまの発達状況や特性を考慮し、必要な準備や練
習を行い、新しい環境に馴染む力を育てます。また、保護者へのアドバイスや
関係機関との連携を通じて、お子さまが安心して次のステップを迎えられる
よう支援します。

地域支援・地域連携

地域の保育園、幼稚園、学校、医療機関、福祉サービスなどと連携し、子どもとご家
族が安心して地域で生活できるようサポートします。地域の資源やサービスを活用
しやすくするための情報提供や調整を行い、必要に応じて関係機関との橋渡し役を
担います。また、地域全体で子どもの成長を見守る仕組みづくりにも積極的に取り
組みます。

職員の質の向上

定期的な研修やスキルアップのための勉強会を実施しています。最新の知識
や技術を学び、実践に活かすことで、子ども一人ひとりに合った支援を提供し
ます。また、チーム内での情報共有や専門家との連携を深め、より質の高い
サービスを継続して提供できるよう努めています。

支　援　内　容

【健康指導、日常生活訓練】を通じて、子どもたちが健康で安心して生活できる力を育みます。検温や健康チェックを通じて体調管理をサポートし、食事や排泄、衣類の着脱といった基本的な生活習
慣を身に付ける練習を行います。また、挨拶や片付け、掃除などの習慣化を図り、調理実習や食育を通じて食べ物への興味や自立心を育てます。これらの活動を通じて、自立や社会性を養い、生活
の質を向上させることを目指しています。

【個別・小集団療育】では、運動の基本技能や感覚遊びを通じて、体を動かす楽しさを学びながらバランス感覚や協調性を高めます。姿勢保持の練習やワーク、読書の時間を設け、集中力や基礎的な
学びの習慣をサポートします。また、作業療法を取り入れ、一人ひとりのニーズに応じたアプローチで、日常生活で必要なスキルを伸ばす支援を行います。これにより、心身ともに成長し、安心して
過ごせる力を育みます。


